
 2026年8月4日 EPLAN NETWORK 2026

Min アジェンダ 内容

10:00 開場

10:30 10:40 0:10 主催挨拶

10:40 11:20 0:40 AI- Driven Industrial Automation EPLAN AB Sweden Vice President Asia Pacific Mr. Anders Danas

11:20 11:50 0:30
ハノーバーメッセ2026から考える「データがもたら
す新たな製造業の姿」とは

日本の製造業にはデータ取得と活用のギャップや暗黙知の形式知化といった課題
がある。一方ハノーバーメッセ2026では、セマンティクスやコンテキストを備えた
“意味のあるデータ”とAIが産業を動かす時代が示された。本講演ではハノーバー
メッセのショーケースを踏まえ、制御盤産業を含む産業OSの再設計と、日本に求め
られる現場知のデータ化についてお話しします。

合同会社アルファコンパス 代表CEO 福本 勲 氏

PLCopen Japan 事務局長 松隈 隆志 氏

三共電機株式会社 代表取締役 三橋 進 氏

ものづくり.jp株式会社 代表取締役社長 兼 編集長 剱持 知久 氏

12:30 13:30 1:00 ランチ休憩 お弁当をご用意します。名札の色のお部屋にご移動をお願いします。

13:30 14:00 0:30
【ユーザー事例】
ツナギ図を起点とした データ主導の設計プロセスへ
の 取り組み

ユーザー事例講演では、講演後に質疑応答の時間を設けております。 株式会社 総合車両製作所 技術本部 設計部（システム設計）
相坂 拓 氏
小田切 拓史 氏

14:00 14:30 0:30
【ユーザー事例】
EPLAN導入から運用 ーお客様に寄り添った生産設
備の製造と効率化を目指して

ユーザー事例講演では、講演後に質疑応答の時間を設けております。 株式会社アルファーシステムズ 第1技術開発部 制御設計課 知久 誠 氏

14:30 14:55 0:25 コーヒーブレイク

14:55 15:25 0:30
【ユーザー事例】
属人化からの脱却を目指して ～EPLAN活用による
設計標準化の取り組み～

ユーザー事例講演では、講演後に質疑応答の時間を設けております。 四国化工機株式会社 電装部設計3課 林 航世 氏

15:25 15:55 0:30
【ユーザー事例】
まごころとデジタルで創る制御盤製作の未来

ユーザー事例講演では、講演後に質疑応答の時間を設けております。 株式会社フジイ 専務取締役 藤井 辰徳 氏

15:55 16:20 0:25 コーヒーブレイク

16:20 16:50 0:30

【パートナー講演】
設備の電気・制御の設計・立上・保守のデータ連携
「立上げ前に仮想検証し、データ起点で保守する時代
へ」

従来の設備の電気・制御の設計・立上げでは量産立上げの遅れ、手戻りが多い、ベテ
ラン依存・属人化、また、立上げ・保守でのトラブル発生時には、複数の図面をひと
つひとつ確認しながら、原因究明を進める必要があり、工数・時間がとられている。
といった課題が常にありました。EPLANとロックウェルオートメーションは、これら
の課題に対し、データ連携＋仮想試運転、さらにデータ標準化での変革をお勧め致
します。
講演後に質疑応答の時間を設けております。

ロックウェルオートメーション ジャパン
株式会社

エグゼクティブ・アドバイザー 岩井 一郎 氏

16:50 17:10 0:20
【パートナー講演】
盤製造の世界を変える”システムプラットフォーム”

リタールの歩み、システムプラットフォーム、ドイツの生産性、新製品紹介など。 リタール株式会社 マーケティング部 部長 木本 敏広 氏

17:10 17:40 0:30
【テクニカルセッション】
Eplanプラットフォーム2027とEplan Copilot
の紹介

新バージョンの2027の一部紹介とEplan Copilotを実際にご紹介します。 EPLAN株式会社 テクニカルコンサルタント 殿岡 翼

17:40 18:00 0:20 クロージング

18:00 19:30 1:30 イベント終了後、懇親会をご用意しております。

講演者

11:50 12:30 0:40
パネルディスカッション 設計データはどこまでつな
がるのか -設計から製造までのデータ活用を考える
-

設計データは、本当に製造までつながっているのでしょうか。部門や企業をまたぎ
データをやり取りする現場では、再入力や情報の分断は今なお存在しています。本
セッションでは、欧州の最新動向や標準化の取り組み、制御盤メーカーの実践事例
などを交えながら、設計データは実際にどこまでつながっているのか、理想と現実
の両面から議論します。企業の壁を越えたデータ活用の可能性と現実をユーザーの
皆様とともに考えます。

Time
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